
■
企
画
展
の
お
知
ら
せ

赤
松
則
良
没
後
1
0
0
年
記
念
企
画
展

男
爵
・
赤
松
則
良
を
巡
る
人
々

　

没
後
１
０
０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

師
と
仰
ぐ
勝
海
舟
や
近
代
日
本
経
済
の
父

と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
な
ど
明
治
の
英
傑

た
ち
の
ほ
か
、
遠
州
地
方
の
豪
農
や
豪
商

た
ち
な
ど
、
赤
松
則
良
と
多
く
の
人
間
と

の
関
わ
り
を
巡
る
中
で
、
そ
の
生
涯
を
追

い
ま
す
。

▼
と
き

　

10
月
6
日
㈫
ま
で
、
左
記
開
館
時
間

▼
と
こ
ろ

　

旧
赤
松
家
記
念
館　

内
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
入
場
料

　

無
料

没後 100 年

磐田の偉人

赤松則良

今
年
は
、
近
代
日
本
造
船
技
術
の

先
駆
者
で
、
明
治
期
に
磐
田
原

台
地
で
茶
園
を
開
拓
し
た
赤
松
則の

り

良よ
し

が
亡
く
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

1
0
0

年
に
な
り
ま
す
。
磐
田
の
偉
人
の
一

人
で
あ
る
赤
松
則
良
が
ど
の
よ
う
な

生
涯
を
送
っ
た
の
か
、
没
後

1
0
0

年
の
今
、
振
り
返
り
ま
す
。

江
戸
か
ら
世
界
へ

　

則
良
は
、
江
戸
幕
府
の
幕
臣
吉よ

し

沢ざ
わ

雄ゆ
う

之の

進し
ん

の
次
男
と
し
て
江
戸
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
弘
化
4
年

(
1
8
4
7

年
)
に
、
父
方
の
祖
父
で

あ
る
赤
松
良よ

し

則の
り

の
後
を
継
ぎ
、
赤
松

姓
と
な
り
ま
し
た
。

　

安

政

4

年
(
1
8
5
7

年

)

に

長
崎
海
軍
伝
習
所
に
入
所
し
て
航

海
術
な
ど
を
学
ぶ
と
、
万ま

ん

延え
ん

元
年

(
1
8
6
0

年
)
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と

の
修

し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商
し
ょ
う

条
じ
ょ
う

約や
く

批ひ

准
じ
ゅ
ん

書し
ょ

交
換
の

使
節
に
随
行
し
、
勝
海
舟
が
艦
長
を

務
め
、
日
本
の
軍
艦
と
し
て
初
め
て

太
平
洋
を
横
断
し
た
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

で
、
艦か

ん

の
運
航
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幕
府
の
命
で
オ
ラ
ン
ダ

に
留
学
す
る
と
、
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

ら
と
と

も
に
西
洋
の
造
船
技
術
や
法
学
な
ど

の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
し
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東名高速道路

磐田
北小

見付本通り

文◯

中
川

●
旧見付学校中央

図書館

N

磐田バイパス

磐田I.C.

見付I.C.

文◯

磐田
北高

豊田東I.C.

遠州豊田スマートI.C.

★
旧赤松家
記念館

●

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
②　

没
後
1
0
0
年　

磐
田
の
偉
人　

赤
松
則
良

■
ア
ク
セ
ス

旧
赤
松
家
記
念
館

▼
と
こ
ろ

　

見
付
3
8
8
4

－

10

▼
入
場
料

　

無
料

▼
開
館
時
間

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
休
館
日

　

毎
週
月
曜 

(
祝
日
ま
た
は
振
替
休
日
の

場
合
は
開
館
)

　

祝
日
の
翌
日 

(
た
だ
し
土
・
日
・
月
曜

日
の
場
合
は
火
曜
日
が
休
み
)

　

年
末
年
始
(
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
)

▼
問
い
合
わ
せ

　

旧
赤
松
家
記
念
館
☎
・
℻
36

－

0
3
4
0

か
し
、
慶
応
4
年
(
1
8
6
8
年
)
に
、

大
政
奉
還
を
知
る
と
、
留
学
を
中
止

し
、
日
本
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
造
船
技
術
者
と
し
て
明

治
政
府
の
海
軍
整
備
に
尽
力
し
、
主

船
寮
長
官
、
横
須
賀
造
船
所
長
、
佐

世
保
鎮ち

ん

守じ
ゅ

府ふ

の
初
代
長
官
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。
明
治
20
年

(
1
8
8
7

年
)
に
勲く

ん

功こ
う

に
よ
り
男
爵

を
授
与
さ
れ
海
軍
中
将
と
な
り
、
明

治
25
年
(
1
8
9
2

年
)
の
退
官
後

に
は
、
貴
族
院
議
員
に
当
選
し
ま
し
た
。

在
の
静
岡
県
内
に
溢あ

ふ

れ
た
2
万
人
も

の
幕
臣
(
藩
士
)
を
養
う
た
め
、
則

良
は
静
岡
藩
士
と
し
て
磐
田
原
、
牧

之
原
な
ど
藩
内
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
初
期
か
ら
は
、
磐
田
原
台
地

の
開
墾
に
叔
父
の
宮
崎
泰
道
と
と
も

に
取
り
組
み
、
約
20
㌶
の
茶
園
を
開

い
て
い
ま
す
。
大
藤
に
あ
る
則
良
所
有

の
茶
園
に
は
、
明
治
18
年
(
1
8
8
5

年
)
に
競
馬
場
が
造
ら
れ
、
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
明

治
26
年
(
1
8
9
3

年
)
に
は
、
見

付
へ
本
籍
を
移
し
ま
し
た
。

　

則
良
は
、
大
正
６
年(

1
9
1
7
年
)

に
貴
族
院
議
員
職
な
ど
全
て
の
公
職

を
辞
し
て
い
ま
す
。
晩
年
は
、
多
く
の

孫
た
ち
に
囲
ま
れ
、
平
穏
な
生
活
を

過
ご
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う

し
て
、
則
良
は
大
正
9
年
(
1
9
2
0

年
)
9
月
23
日
、
79
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。

市
内
に
残
る
則
良
の
遺
産

　

市
内
に
は
則
良
が
、
明
治
20
年

(

1
8
8
7

年
)
代
か
ら
明
治
30
年

(
1
8
9
7

年
)
代
に
建
築
し
た
邸
宅

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
赤
松
家
に
現
存
す
る
建
物
に
は
、

門
・
塀
・
土
蔵
が
あ
り
、
レ
ン
ガ
を

巧
み
に
積
み
上
げ
て
明
治
の
面
影
を

残
し
た
「
門
・
門
番
所
」
は
県
指
定

文
化
財
に
、「
米
蔵
」
や
「
図
書
蔵
」

は
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
旧
赤
松
家
記
念
館
と
し
て
、

赤
松
家
に
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
、

一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

▲佐世保鎮守府長官の則良（前列中央）と幕僚たち

▲旧赤松家の門・門番所（県指定文化財）

▲大礼服姿の晩年の則良

(
参
考
:
磐
田
市
史　

通
史
編　

下
巻
)

磐
田
で
の
軌
跡

　

江
戸
幕
府
崩
壊
後
、
徳
川
家
が
一
大

名
と
し
て
静
岡
藩
主
と
な
っ
た
頃
、
現
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出典：沼津兵学校とその時代（2014 年発行）




